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会議録（１） 

 

会議の名称  

 

令和元年度 第１回飯能市男女共同参画審議会 

 

開 催 日 時  

 

令和元年６月５日（水） 

開会 午後１時３０分  閉会 午後３時６分 

 

開 催 場 所 

 

 

市役所本庁舎別館 会議室３ 

 

議 長 氏 名  

 

小平 陽一 

出 席 委 員  
小平 陽一、加藤 巳佐子、浅沼 健一、金子 富佐子、西澤 眞佐惠、

マージラム 知恵、菅野 俊臣 

 

欠 席 委 員  

 

 

荒井 淳次、市村 美由紀、草地 未紀 

説 明 者 の  

職  氏  名  

市民生活部長 町田 守弘 

地域活動支援課長 清水 直子 

男女共同参画・国際担当 紫藤 悦子 

男女共同参画・国際担当 岡田 紀子 

傍聴者の数  なし 

会 議 次 第  別紙のとおり 

配 布 資 料  別紙のとおり 

 

事務局職員  

職 氏 名  

市民生活部長 町田 守弘 

地域活動支援課長 清水 直子 

男女共同参画・国際担当 紫藤 悦子 

男女共同参画・国際担当 岡田 紀子 
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会議録（２） 

議事録の概要（経過）・決定事項 

（１）第５次飯能市男女共同参画プラン 平成３０年度事業実績及び令和元年度事業 

  計画について 

    事務局から説明をした後、審議を行った。 
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会議録（３） 

発 言 者 発 言 内 容 

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

課長 

 

部長 

 

課長 

 

委員 

 

課長 

 

 

 

 

本日は、令和元年度第１回飯能市男女共同参画審議会にお忙しいとこ

ろ御出席を賜り、誠にありがとうございます。 

 私は本日の進行を務めさせていただきます市民生活部地域活動支援

課長の清水と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の会議ですが、１時間３０分を予定しております。３時には閉会

したいと考えておりますので、皆様の御協力をお願いいたします。 

 それでは、まず資料の確認をさせていただきます。 

 

＜資料確認＞ 

 

続いて、定足数の御報告をいたします。本日は荒井委員、市村委員、

草地委員が御欠席のため、７名の委員に御出席をいただいております。

よって、飯能市男女共同参画推進条例第１９条第２項の規定により、本

会議は成立しておりますことを御報告申し上げます。 

それではただいまから、令和元年度第１回飯能市男女共同参画審議会

を開会します。開会にあたり、小平会長に御挨拶をいただきたいと思い

ます。 

 

＜会長 挨拶＞ 

 

続きまして、市民生活部長から御挨拶を申し上げます。 

 

 ＜部長 挨拶＞ 

 

 続きまして、次第３、自己紹介です。 

 

 ＜委員 自己紹介＞ 

 

 続いて、今年度、男女共同参画審議会を担当する職員を紹介させてい

ただきます。 

 

 ＜職員 自己紹介＞ 

 



4 

 

課長 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

本日の会議は、飯能市審議会の会議の公開に関する指針に基づき、原

則公開とさせていただいておりますが、傍聴を希望される方はいらっし

ゃいませんでした。 

 それでは、次第の４、議事に入ります。 

飯能市男女共同参画推進条例第１９条第１項により、「審議会は、会

長が招集し会議の議長となる。」と定められていますので、小平会長に

議事の進行をお願いいたします。 

 

これより議長を務めさせていただきます。 

議事（１）第５次飯能市男女共同参画プラン 平成３０年度事業実績

及び令和元年度事業計画について審議いたします。事務局から説明をお

願いします。 

 

 ＜資料に基づき、事務局が説明＞ 

 

 ただいま、事務局から説明がありましたが、御意見、御質問はありま

すでしょうか。 

 

 小中学生や若年層への啓発は、講座等は集客が難しいと思いますが、

デートＤＶ防止講座は平成３０年度に初めて開催したのでしょうか。 

３校で開催とありますが、呼びかけは全校を対象にしているのでしょう

か。 

 

 平成２９年度に名栗中学校で開始し、平成３０年度は３校で実施しま

した。呼びかけについては、毎月実施している校長会で開催について案

内し、その後各中学校へ通知したところ、３校から希望があり、実施に

至りました。 

 

 今年度は開催するのでしょうか。 

 

 今日現在、４校から回答待ちの状態です。その他の学校からは、開催

は難しいとの回答がありました。 

 

 Ｐ８出前講座について、市民の方から要望があったのでしょうか。 

 

 出前講座は、生涯学習課が所管する講座であり、どの団体からも依頼

が可能なものです。 
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委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 ダイアの事業について、参加者６名は少ないように感じています。 

 

 飯能市からの参加は６名でしたが、全体で約６０名の参加がありまし

た。各市がそれぞれの広報に掲載し、募集を行いました。 

 

 デートＤＶに限らず、広く人権に関する講座といえると思いますが、

ある学校でＳＮＳの使い方の講座があったと聞いています。新聞には、

ライン上で無理やり退会させられる等で自殺してしまったというケー

スがあったと載っていました。ＳＮＳは若者に情報が入りやすいツール

としてメリットもありますが、実情としては大人が知らない世界でのデ

メリットもあると感じています。学校教育等と共催し、男女共同参画だ

けではありませんが、使い方等も含めて何か事業を実施できると良いと

思います。 

 また、特定健診受診率が４９．２％とありますが、男女比はどのよう

になっているのでしょうか。女性は比較的、受診に積極的な傾向にあり

ますが、男性の状況はいかがでしょうか。単に数字だけでなく、質も把

握できると良いと思います。 

 

 デートＤＶ防止講座については、学校での男女共同参画の啓発に繋が

るよう実施しています。学校側の忙しいカリキュラムの問題もあります

が、実施校でのアンケート結果は好評ですので続けていきたいと考えて

います。 

 ＳＮＳは、外から見えない連絡手段として扱いがとても難しいと感じ

ています。青少年健全育成の分野では公民館等と連携し、講座等を実施

している地域もあるようです。 

 特定健診受診率については、国民健康保険加入の方が該当の健診で

す。男女比については、担当課に確認します。 

 

 小学校でのスマホトラブルや使用実態はいかがでしょうか。 

 

 トラブルは実際に起きています。「インターネットは世界中が繋がっ

ている。」と子どもには教育していますが、自分の顔を撮影しネットに

あげてしまったというケースがありました。スマホを所有する児童はと

ても多く、持ち込みは禁止していますが、防犯のため等個別の事情もあ

りますので今後検討も必要だと考えています。 

 

 行政全体で男女共同参画に取り組んでいることがよく分かり、感心し
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

たところです。できれば、基本目標ごとの課題をまとめたものを書面で

出していただけると分かりやすいと思います。 

 また、基本目標２の女性委員の割合について、女性がとても少ないこ

との原因は把握できているのでしょうか。能力のある女性にどんどん前

に出て欲しいと思っていますが、前に出ていくことができない原因を把

握し、啓発し改善に向けて進めてほしいと思います。 

 また、スマホやＳＮＳについて等、学校教育に期待することも良いの

ですが、学校も様々なところから様々な依頼があり、年間計画通りに教

育を進めていかなければならないため、難しい事情もあると思います。

やはり、家庭での教育力がより大事だと感じています。 

 

 基本目標ごとの課題については、後日お渡しできるようにいたしま

す。 

 女性の自治会長やＰＴＡ会長については、１０年以上前に比べると着

実に女性が出てきています。また、副会長等は多くの女性が参画してい

ます。ただし、固定的な役割分担意識が残っていることで「長」がつく

役は男性という意識や現状が未だにあると感じています。 

 意識づくり、環境づくりについては、継続して啓発していくことが大

切だと感じています。 

 

 行政だけではなく、社会全体の問題として捉えていきたいと思いま

す。 

 

 当日資料１について、相談件数が半減しており、「心理カウンセラー」

という用語を削除したことでここの相談に繋がる人の整理はできたよ

うに思います。ただし、実際にどのような相談が減っているか、他の相

談機関に繋がっていったのか、相談ができなくなったのか等まで把握で

きているのでしょうか。実際に警察統計ではＤＶ件数は増えています。

整理された内容についても聞かせていただきたいと思います。 

 

 「心理カウンセラー」という用語を削除したことで、「その他」の相

談件数が減少しました。詳しくはまた整理し、お伝えいたします。 

 

 保育園を経営していると、ＤＶ件数はそれ以上にあると実感していま

す。こちらで把握している内容は、夫婦間の被害というよりも子どもが

夫婦間トラブルを目撃したという面前ＤＶが大部分を占めています。そ

の場合、子育て支援課の方に繋がっているのでこの件数にはあがってい
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事務局 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

課長 

 

 

 

事務局 

 

課長 

 

 

 

 

ないのかもしれません。 

 

 保育園からＤＶ相談の話があった際は、福祉部門からこちらに繋がっ

てきます。どこからでも相談があれば行政は連携して対応しています。 

 また、この表には子育て支援課のみが扱っているケースは件数に含ま

れていません。 

 

 他に御意見、御質問はありますでしょうか。 

 それでは、議事（１）第５次飯能市男女共同参画プラン 平成３０年

度事業実績及び令和元年度事業計画について、以上でよろしいでしょう

か。 

 

＜異議なし＞ 

 

それでは、議事について全て終了しましたので、議長の職を解かせ

ていただきます。ありがとうございました。 

 

小平会長、ありがとうございました。 

続きまして、次第５、その他になります。事務局から御連絡をさせてい

ただきます。 

 

 ＜事務局から連絡＞ 

 

事務局からは以上ですが、委員の皆様から何かございますか。 

以上をもちまして令和元年度第１回飯能市男女共同参画審議会を閉

会させていただきます。ありがとうございました。 

 

＜閉会＞ 

 

 

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。 

 

令和  年   月   日 

 

議長の署名                   

 

 


